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(1:まったく見られなかった ～ 10:常にそのような姿勢が見られた) 
貢献度：グループの得点獲得に有益な貢献を行ったか。 
(1:まったく見られなかった ～ 10:常にそのような姿勢が見られた) 
積極性：積極的にグループの話し合いに参加していたかどうか。 
(1:全くしようとしなかった ～ 10:常に積極的に参加していた) 
配慮： 他の人の意見を尊重したか。異なる意見に柔軟であったか。意見を出すよ
う求めたか。 
(1:非常に自己中心的だった ～ 10:常に他者への心配りに満ちていた) 
教育性：他の人に丁寧に教えようとしたか。あるいは、分からないことを素直に学
ぼうとしたか。 
(1:教える・学ぶ姿勢がなかった ～ 10:丁寧に教える・学ぶ姿勢で臨んでいた) 
相と相平衡 ピア評価 入力締切 11/17（金） 18：00 
学籍番号 ＊＊＊＊＊ 
サブグループ番号 1 
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薬学部2年次の物理化学教育におけるTBL授業実践の効果
で試験的にTBLを行っているが、学生同士の交流が
まだあまりなく、お互いに初顔合わせといった状況で
はグループワークが盛り上がらなかった。したがって
TBLなどのアクティブラーニングの学習手法は、あ
る程度学生同士の交流が広がり、多くの顔見知りが
形成できた2年次以降に行うのが効果的と考える。ま
た、教室の構造やグループの配置もグループワークを
行う際の成否に影響することが分かった。今回の場合
は、200人収容の段差のないフラットな教室でグルー
プワークを行ったことがよかったと思われる。1グ
ループ4名程度の学生は密接に同じ目線で接近できる
ことが、グループワークを盛り上げるのに重要な要素
であることが分かった。著者の以前の経験からグルー
プワークに不適当なのは段差のある教室であると考え
る。
Ⅳ　おわりに
　平成29年度後期の薬学部2年次「新物理化学Ⅱ」の
必須科目において、TBLの手法を取り入れた授業改
善を試みた。学生からは、アンケートより通常の授業
方法に比べて理解度が高まるとの評価を得ることがで
きた。今回の物理化学TBLの授業方法は、本学薬学
生の約8割にとって適していたと考えられる。一方、
成績評価にピア評価を取り入れてみたが、学生からの
拒否反応が認められた。今後、ピア評価の方法に関し
て更なる改善が必要と思われる。
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脚注：省略用語集
TBL（Team-based	Learning）チーム基盤型学習
SBO（Specific	Behavioral	Objective）具体的行動目標、到達目標
IRAT（Individual	Readiness	Assurance	Test）個人テスト
GRAT（Group	Readiness	Assurance	Test）グループテスト
